
















要約:現代の母子保健は、少子化の問題をはじめ多様で複雑な課題が多いが、年間出生数

50 未満で超高齢化している小規模市町村の母子保健事業の実態調査と、乳幼児家庭訪問

実態調査を実施した。出生数が少ないところは、健診形態などに工夫がなされ、訪問件数

は全国に比して低く、事業全般に対する保健所の協力が不可欠であることが判明した。ま

た乳幼児家庭訪問実態調査では、対象の特徴、訪問所要時間が 2.36 時間とかなり長いこ

と、訪問を受けた母親達の実態などが明らかとなり、訪問の評価は 90%以上が「よかった」

と言っていた。保健婦の訪問に対する意識調査も実施したが、来年度に集計予定である。


